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ミノ ガ 科 の 羽化 期 と 性 と の 関係 に つい て は , これ まで に アキ ノ ヒ メ ミ ノ ガ Bacotia sp. の 雄 早 羽化 (坂部 ・ 西 村 
: 1972), ネグロ ミノ ガ Eurukuttarus nigraplaga Wilemman の 雌 早 羽化 (坂部 : 1966) の 報告 が ある が 未知 の 
種 が 多い . そこ で 本 州 以 南 の 平坦 地 に 普通 に み ら れ る オオ ミノ ガ Clania variegata Snellen の 羽化 期 と 性 と の 関 
係 に つい て 調べ た . 一 般 に 昆虫 類 の 多く は 雄 早 羽化 三雄 先 惑 と いわ れ て いる が , 本 種 で は 明らか に 雌 の 早 羽化 が 認め 
られ た . 

本 文 に 入る に 先 だ ち , 今回 筆者 の 一 人 古川 の 研究 を 御 指導 下さ り , か つ 常 日 項 筆 者 ら の 研究 に 多々 の 御 援助 を 下さ き 
っ て いる 神戸 大 学 農学 部 農業 昆虫 学 教室 の 桃井 飾 也 先生 に 厚く お礼 申し 上 げ る . 


























調査 方 法 

筆者 の | 人 坂部 は 1971 年 5 月 4 日 , 三重 県 松阪 市 殿町 で 枝 打 さ れ 放 置 さ れ た ば か り の アラ タナ ス に 固着 し , 大 多数 
次 化し て いる と 思わ れる オオ ミノ が ガ が の ミノ を 採り , 度 会 郡 大 宮 町 滝原 に 持ち 帰り , 上 面 に セロ ハン 紙 を 張っ た 30X40 
cm の 空 箱 2 個 に 並べ , 自然 日 長 に な る よう な 室内 に 静 賀 し , 羽化 日 の 記録 を 行っ た . 

一 方 , 古川 は 1977 年 5 月 3 日 , 兵庫 県 西宮 市 深谷 町 の ケヤキ の 枝 か ら , 1m50em の 台 に 乗っ て 手 の と どく 範囲 すべ 
て の 終 齢 幼虫 を 採集 し , 2X 2 m の スチ ー ル わく に 1 mm の 目 の サ ラン ネッ ト を 張っ た も の を , 神戸 市 灘 区 六甲 台 町 の 
サン ゴジ ュ に か ぶせ た 中 に 放し , その 後 の 羽 化 数 を 記録 し た . 

本 種 の 成 昌 の 雄 は 賊 と し て 飛び 出す が , 雌 で は ッ ジ 虫 状 で ミノ 内 に 残る た め 確 認 が むつかしい. そこ で 雌 に 関し て 
は ミノ 下端 より 黄色 の 粉 が 出 た 日 を 羽化 日 と 決め た . 












































オオ ミノ ガ の 羽化 の 形 


全 羽 化 期 の 中 間 に 当 た る 日 を 中 心 に , それ より 前 と 後 の 羽 化 数 を 比較 し た . 

三重 県 の 例 で は 5 月 28 日 か ら 6 月 12 日 まで の 16 日 間 に 183 頭 の 羽化 が み ら れ た の で 6 月 4 日 まで の 8 日 間 を 前 半 , 
6 月 5 日 以降 の 8 日 間 を 後半 と し た . その 結果 , 前 半 に 羽化 し た 個体 は 35.022 で , 羽化 は 後半 に 片 寄 っ て いる こと が 
明らか で あっ た . 

一 方 , 兵庫 県 の 例 は 6 月 3 日 か ら 22 日 まで 20 日 間 に 58 頭 の 羽化 が み ら れ た の で , 6 月 12 日 まで を 前 半 と し , それ よ 
りあ と を 後半 と し た . その 結果 , 前 半 に 羽化 し た 個体 は 69.02% と な り , 三重 県 の 場合 と は 逆 に , 前 半 に 羽化 個体 が 多 
いこ と が 明らか と な っ た . し か し この 羽化 の 形 の 違い は 地域 に よる 違い その も ゃ の で は な く , 後に 述べ る 羽化 期 と 性 と 
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の 関係 と , 採集 し た 2 地点 で の 性 比 の 違い が 現れ た も の と 思わ れる . すなわち , 雌 個体 が 多い 時 に は 前 半 に MERI 
が 多い 時 に は 後半 に それ ぞ れ の 羽化 の ピー ク が 現れ る も の と 考え られ る . 

















羽化 期 と 性 と の 関係 


羽化 の 状態 を 雌雄 別に 2 日 ご と に まとめ た も の が Fig. 1 CHS. いずれ も 雌 の 早 羽 化 が よく わか る よう に 思わ れ 
る . さら に 正確 に 知る た め に , 羽化 個体 数 が ほ ( ぼ 半数 に な る まで と , それ 以降 に つい て の それ ぞ れ の 性 比 を 求め て みみ 
Bie と 人 人 し 2 だ 。 

SEOUL 6 月 7 日 が 羽化 個体 の 半数 を 含む 日 で も ちっ た の で , この 日 の 雌雄 を !% ず つ に 分 け そ れ ぞ れ を 前 半 お 
よび 人 後半 へ 加え た . 一 方 兵庫 県 の 例 で は 6 月 9 日 が 羽化 個体 の 半数 を 含む 日 で やっ た の で , この 日 の 雌雄 を と も に 
COT, それ ぞ れ を 前 半 と 後半 に 加え た . その 結果 が Table 1 で ある . 
















































































Table 1. 羽化 前 半 と 後半 に お ける 雌雄 の 割合 





























sv ee, ! 県 兵 E 県 
SEOD KOND ME GOED | E GB 
8 14.7% 6 97.2% 5 26% 8 7.4% 
$ 85.3% | $ 2.8% 2 97.4% $ 29.6% 


この 結果 を 982% 信 頼 度 で 検定 し た と ころ , いずれ AG 
も 有意 の 値 と な っ た . すなわち , 本 種 の 雌 は 雄 に 比 n ae: 

5 -4 ERE] . 
べ 早 く 羽 化し て いる こと が 明らか で ある . | es 
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Wh / HEHE) x 100 HE OEE AIC OV CORE 
比 を 求め た . 三重 県 で は 183 頭 中 55.722 (90 多 信頼 
幅 49-6222) が 雄 で , 雄 が 多い 傾向 が み ら れ た . JE 
車 県 の 記録 で は 58 頭 中 36.22 (902 (SIF 26~48% ) 
で 雌 が 多い こと が わか っ た . この 差 に つい て は 本 種 
DOME OBO AEP, 両 地 の 嘆 境 の 違い が 原因 で は 
な いか と 思わ れる が 今 は 明らか で た ない. 
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Fig. 1. 羽化 期 と 性 の 関係 
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Summary 


The time of emergence of Clania variegata was studied in special reference to the relation 
between sex and the period of emergence. 

Two surveys were made in Mie Prefecture in 1971 as well as in Hyogo Prefecture in 1977, 
revealing that the female imagos emerged earlier than the male imagos. It was the reverse of 
what has been really observed in the other insects generally. Accordingly, the peak incidence of 
emergence was much earlier in the predominantly female group than in the predominantly male 
group. Sex ratios differed in the two groups: males were 55.7 and 36.0 per cent respectively. 
The cause of this difference in sex-ratio remains unsolved. 
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